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―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― No.'22-46

使用上の注意改訂のお知らせ

2022 年 11 月

ファイザー株式会社

劇薬、処方箋医薬品（注意‐医師等の処方箋により使用すること）

標記製品の電子化された添付文書の「使用上の注意」を次のとおり自主改訂いたしますの

でご案内申し上げます。

今後のご使用に際しましては、以下の内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。

【改訂内容】

改訂後（下線部は改訂箇所） 改訂前（波線部は削除箇所）

2.禁忌（次の患者には投与しないこと）

2.1 次の薬剤を投与中の患者：リファンピシン、リ

ファブチン、エファビレンツ、リトナビル、ロピナ

ビル・リトナビル、ニルマトレルビル・リトナビル、

カルバマゼピン、バルビタール、フェノバルビター

ル、ピモジド、キニジン、イバブラジン、麦角アル

カロイド（エルゴタミン・無水カフェイン・イソプ

ロピルアンチピリン、ジヒドロエルゴタミン、エル

ゴメトリン、メチルエルゴメトリン）、トリアゾラ

ム、チカグレロル、アスナプレビル、ロミタピド、

ブロナンセリン、スボレキサント、リバーロキサバ

ン、リオシグアト、アゼルニジピン、オルメサルタ

ン メドキソミル・アゼルニジピン、ベネトクラク

ス（再発又は難治性の慢性リンパ性白血病（小リン

パ球性リンパ腫を含む）の用量漸増期）、アナモレ

リン、ルラシドン［10.1 参照］

2.2～2.3 省略

2.禁忌（次の患者には投与しないこと）

2.1 次の薬剤を投与中の患者：リファンピシン、リ

ファブチン、エファビレンツ、リトナビル、ロピナ

ビル・リトナビル、カルバマゼピン、バルビタール、

フェノバルビタール、ピモジド、キニジン、イバブ

ラジン、麦角アルカロイド（エルゴタミン・無水カ

フェイン・イソプロピルアンチピリン、ジヒドロエ

ルゴタミン、エルゴメトリン、メチルエルゴメトリ

ン）、トリアゾラム、チカグレロル、アスナプレビ

ル、ロミタピド、ブロナンセリン、スボレキサント、

リバーロキサバン、リオシグアト、アゼルニジピ

ン、オルメサルタン メドキソミル・アゼルニジピ

ン、ベネトクラクス（再発又は難治性の慢性リンパ

性白血病（小リンパ球性リンパ腫を含む）の用量漸

増期）、アナモレリン、ルラシドン［10.1 参照］

2.2～2.3 省略
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改訂後（下線部は改訂箇所） 改訂前（波線部は削除箇所）

10.相互作用

省略

10.1 併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

省略

リトナビル

（ノービア）

ロピナビル・リトナビ

ル

（カレトラ）

ニルマトレルビル・リ

トナビル

（パキロビッドパッ

ク）

［2.1 参照］

リトナビルとの併用に

より、本剤の Cmax は

66%、AUC は 82%減少し

た。

リトナビルは、

本剤の代謝酵素

（CYP2C19 及び

CYP2C9）を誘導

する。

省略

10.2 併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

省略

チロシンキナーゼ阻

害剤

ボスチニブ、ニロチ

ニブ、イブルチニ

ブ、ラロトレクチニ

ブ、ロルラチニブ

本剤との併用により、

これらの薬剤の血中濃

度が増加するおそれが

あるため、代替薬への

変更を考慮すること。

本剤はこれらの

薬剤の代謝酵素

（CYP3A）を阻害

する。

省略

10.相互作用

省略

10.1 併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

省略

リトナビル

（ノービア）

ロピナビル・リトナビ

ル

（カレトラ配合錠）

［2.1 参照］

リトナビルとの併用

により、本剤のCmaxは

66%、AUC は 82%減少し

た。

リトナビルは、

本剤の代謝酵素

（CYP2C19 及び

CYP2C9）を誘導

する。

省略

10.2 併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

省略

チロシンキナーゼ阻

害剤

ボスチニブ、ニロチ

ニブ、イブルチニ

ブ、ラロトレクチニ

ブ

本剤との併用により、

これらの薬剤の血中

濃度が増加するおそ

れがあるため、代替薬

への変更を考慮する

こと。

本剤はこれらの

薬剤の代謝酵素

（CYP3A）を阻害

する。

省略

【改訂理由】
自主改訂

1.「2.禁忌」「10.1 併用禁忌」の項

ニルマトレルビル・リトナビル

本剤の電子化された添付文書の「2.禁忌」及び「10.1 併用禁忌」の項において、リトナビルと

の併用は禁忌である旨を注意喚起しております。

弊社製品のニルマトレルビル・リトナビル（パキロビッドパック）の「2.禁忌」及び「10.1 併

用禁忌」の項に「ボリコナゾール」を記載いたしましたので、本剤の「2.禁忌」及び「10.1 併

用禁忌」の項にも「ニルマトレルビル・リトナビル」を追記し、注意喚起を行うことにいた

しました。

2.「10.2 併用注意」の項

ロルラチニブ

本剤の電子化された添付文書の「10.2 併用注意」の項において、チロシンキナーゼ阻害剤を

設定し注意喚起しております。

弊社製品のロルラチニブ（ローブレナ錠）の「10.2 併用注意」の項に「ボリコナゾール」を

記載いたしましたので、本剤の「10.2 併用注意」の項にも「ロルラチニブ」を追記し、注意

喚起を行うことにいたしました。

なお、本改訂内容と併せて「8.重要な基本的注意」、「10.1 併用禁忌」及び「11.副作用」の項

に記載している「torsades de pointes」を「torsade de pointes」に記載整備いたしました。
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≪改訂内容につきましては医薬品安全対策情報（DSU）No.313（2022 年 12 月）に掲載される予定です。≫

お問い合わせ先：ファイザー株式会社 製品情報センター 学術情報ダイヤル：0120-664-467

〒151-8589 東京都渋谷区代々木 3-22-7 新宿文化クイントビル

PMDA ウェブサイト「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）に

最新の電子化された添付文書及び医薬品安全対策情報（DSU）が掲載されます。

また、ファイザー株式会社の医療関係者向けウェブサイト「ファイザーメディカルインフォメーション」

（https://www.pfizermedicalinformation.jp/）に製品情報を掲載しております。なお、以下の GS1 バーコードを

「添文ナビ」で読み取ることで、もしくは以下の PMDA ウェブサイトより本製品の最新の電子化された添

付文書等をご覧いただけます。

PMDA ウェブサイト

ボリコナゾール（錠、ドライシロップ）：https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/6179001

ボリコナゾール（静注用）：https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/6179401

ブイフェンド錠 50mg/200mg ブイフェンドドライシロップ 2800mg

ブイフェンド 200mg静注用

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/6179401
https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/6179001
https://www.pfizermedicalinformation.jp/
https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html
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